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G7伊勢・志摩サミットの「責任あるサプライ・チェーン」アジェンダに関する提言 
 
昨年のエルマウ・サミット首脳宣言は、「責任あるサプライ・チェーン」アジェンダに関連して、G7が
国際的に認識された労働、社会及び環境上の基準、原則及びコミットメントのより良い適用のために努
力し、持続可能なサプライ・チェーンを世界的に促進することを宣言しています。 
 
グローバル化のなかで、国境を越えて伸長してきたバリュ―・チェーンの先に連なる農園や資源採掘の
現場、工場、廃棄の現場などでは、児童労働による子どもの権利の侵害、強制労働、土地収奪、環境汚
染、劣悪な安全衛生などさまざまな人権侵害や環境破壊が引き起こされています。企業にはその事業活
動が及ぼす環境、社会、経済への悪影響を最小にし、長期的にプラスの影響を及ぼすことがこれまで以
上に求められています。TPPでも、人権に配慮した労働条項などが含まれており、参加各国が同条項を
遵守していくことが重要です。昨年のエルマウ・サミットは、G7 として初めてこうした課題を取り上
げた画期的なサミットとなりました。 
 
2016 年の G7 伊勢・志摩サミットにおいては、昨年示されたコミットメントを引き継ぎ、日本政府と
して以下の 2点に対応すべきと考えます： 
 
１．G7伊勢・志摩サミットにおける「責任あるサプライ・チェーン」アジェンダの取り上げ 
エルマウ・サミット首脳宣言には、2011 年に国連人権理事会が採択した「国連ビジネスと人権に関す
る指導原則」への強い支持と、透明性の向上、リスクの特定と予防、苦情処理メカニズムの強化による
より良い労働環境の促進、民間部門の人権に関するデュー・ディリジェンス履行の要請等が盛り込まれ
ました。G7 伊勢・志摩サミットにおいても「責任あるサプライ・チェーン」をアジェンダとして取り
上げ、より強いコミットメントの表明につなげる必要があります。 
さらに、日本政府のリードのもと本年発行される G7アカウンタビリティ報告書にも、エルマウ・サミ
ット首脳宣言のコミットメントに対する経過報告を盛り込むべきと考えます。 
 
２．ビジネスと人権に関する国別行動計画（NAP）の策定プロセスの開始の宣言 
エルマウ・サミット首脳宣言には、責任あるサプライ・チェーンを推進するために、ビジネスと人権に
関する実質的な国別行動計画（NAP）の策定努力への歓迎も盛り込まれました。欧米先進国を含む 20
カ国以上がすでに NAPを策定または策定に着手しています。日本政府においても、NAP策定のための
プロセスを企業、市民社会を含むマルチステークホルダーの参加のもと早急に開始し、G7 議長国、ま
た 2020年のオリンピック・パラリンピック開催国としての責務を果たすべきです。NAP策定にあたっ
ては、以下のような要素を盛り込む必要があると考えます： 
 
① ILO中核的労働基準を含む人権に関連する国際行動規範を大企業の調達要件に盛り込む。 
② 経営資源が不足しがちな中小企業には、責任あるサプライ・チェーンへの対応のための必要な支援

を導入する。 
③ 政府ならびに自治体の公共調達については、人権配慮を含めた社会的、倫理的側面を調達基準に組

み入れる。 
④ 東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて政府、東京都、組織委員会が実施するすべての調

達行為において、G7国として国際的な模範となる責任ある調達を実施する。 
 
G7 伊勢・志摩サミットは、世界が日本の発信・対応に注目し、日本の議長国としてのリーダーシップ
を世界に示すまたとない機会となります。日本政府として積極的な対応をすべきと考えます。 
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